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容の傾向などは不明であるが， r東京 日 日 』 の紙面か ら ， 以下の こ と がわか っ てい る 。 日報社





佐田は文政元(1 818)年に肥後に生まれた浄土真宗本願寺派の僧侶で， 1882 年の末に出張先
の上越高田で亡くなるまで，仏教天文学の研究とく独自〉の経済論を発信し続けた人物である。
1906(明治 39) 年の 『文芸倶楽部』 第 12 巻第 6 号 (定期増刊号) に は， I明治崎人伝」 と い う 特
集が組まれているが，そこで佐田は， I外国品の輸入を拒絶せん と 企図」 し ， 仏教天文学の
「世界平面説 J I須弥山論J I天動説」 も主張 して， 熱心に諸方に遊説 し た 「一種の奇物で、あっ
たJ3)と紹介されている。また，著述家内田魯庵が 1920 (大正 8 ) 年に新聞紙上に発表 し た文
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その知名度の高さは，新聞記事からもうかがえるOたとえば， 1882 (明治 1 5) 年 1 月 1 3 日
付『東京日日新聞」には「佐田介石師同師ハ昨今大阪ニありて例の輸入品防逼説を唱へらる





で注目すべきは， I例の」 と い う 表現であ る O も ち ろん ， 佐田の 〈独自 〉 性 と い う 含意がま ず
看取できょう。だがより重要なのは， ~東京日日』という全国紙において，佐田の持論が「例
の」と冠せられていることである。全国的(もちろん地域差はあろうが)に「佐田=舶来品排斥
論」という連想が定着していることを， I例の」 の二文字は端的に物語 っ てい る のであ る O 内
田魯庵の「全国に鳴ったもんだ」という回想は，おそらく正しし、。
このような人物を，先学も放っておくはずはな L、。とくに， 1930 年前後か ら1940 年 ごろ に























揺れを示している。そうした微妙な変化を， I奇人」 と い う レ ッ テルは遮蔽 し不問に付 し て し
まうものである 11)。もちろん，単純に「奇人」であるとのみ断言する研究はない。しかし誤解














に 1883 (明治 1 6) 年 3 月 6 日 か ら連載 (全 3 回) さ れた小伝， お よ びそれに増補 し て翌 4 月 に
上梓された「等象斎介石上人略伝J (耕文社， 1883) が最初であ る O 著者は佐田の高弟， 仁藤巨
寛であった。「等象斎」と号した師への追悼の意が色濃い文章であることが随所に窺えるが，
先行研究はこの『略伝J，およびその記述にほぼ依拠した浅野研真の著書をもとにすすめられ









(r略伝J 2 丁裏--3 丁表) 。 仁藤巨寛は， 師の修行の激 し さ につ いて ， I白 日 と雛 と も戸を閉ち故
らに室を暗くし昼燈を懸け沈思黙考すること十有余年Jと紹介している ( 3丁表)。だが後述す





















のための基礎研究である。その成果として嘉永年間(1 848'"-1854) 以前に脱稿 し た と さ れ る の
が， r助字嘆J r虚字藁J r実字禁」 の三部作であ る O も っ と も ， 刊行が確認で き る の は 「助字
葉』のみである。これは漢籍を読みとく際に必要な助字についての手引き書で，安政 5
(1 858)年 2月に自序文を記し，文久元(1 861)年秋には全 8巻を京都で出版している則。もう









活動に力をそいでると述べられているが ( 5丁表~裏)，現存するのは 1873 (明治 6 )年か
ら 1875年にかけての 1点(左院受領 6，参議木戸孝允宛，左大臣島津久光宛各 2，太政大臣三条実
美宛，先不明各 1 )である則。内容は経済論，地動説批判，キリスト教批判，征台時期尚早論，
聖徳太子顕彰論など多岐に渡るが，いずれも議論の重なる部分がある。一例として， 1875 年





No. 転載 年月日 形態 題名など 分野 備 考
弘化 4年 著書 『周易二千年眼』 天文
2 文久冗年晩秋 著書 『助字襲』全 8冊 漢籍 序文は二条実万，広瀬旭荘，野々口隆正
3 文久 2年 9月 建白 「送別ノ銭トシテ建白」 政治 二条実美宛
4 文久 3年 著書 『鎚地球説略』 天文
5 冗治元年 7月 建白 幕府征長につき慎重策を求める建白書 政治 松平容保に謁見上申
6 慶応冗年 著書 『耶蘇興廃年表』 排耶
7 慶応3年以降 論文 『間中案』 天文
8 このころか 論文 『雰囲論』 天文
9 明治 3年か 建白 「窃試」 政治
10 明治 5年 8月頃 著書 『教諭凡 j， r教諭凡道案内』 教化
11 明治 6年 1月 10日 建白 「富国議」 経済
12 明治 6年夏 論文 「天文地理ノ疑問」 天文
13 明治 7年 9月 10日 建白 「‘清国不可討之議」 外父
14 明治 7年 9月 28日 建白 「富国策ー十三題・附桑茶論 J 経済
15 明治 7年 12月 8日 建白 「地動説疑問」 天文
16 明治 7年か 建白 「御利益見込書」 経済 島津久光宛
17 明治 8年 1月 建白 「耶蘇建白」 排耶
18 明治 8月 1月 建白 「諸宗寺院連名建白」 仏教
19 明治 8年 2月 雑誌 『世益新聞』第 l号 仏教
20 • 18 明治 8年 3月 雑誌 『世益新聞』第 2号・同附録 仏教
21 明治 8年 4月 雑誌 『世益新聞』第 3号・第 4号・同附録 天文
22 明治 8年 6月 10日 建白 「富国ノ建策貫通センコトヲ需ムル書」 経済 木戸孝允宛
23 明治 8年 6月下旬 建白 「聖徳太子追賞ノ議(大日本大聖伝 ) J 仏教
24 • 23 明治 8年 6月 雑誌 『世益新聞』第 5号 仏教
25 明治 8年 7月 29日 建白 「建吾ヲ通セント乞書ノ二 J 経済 木戸孝允宛
26 明治 8年 9月 建白 「朝鮮事件献策」 外父 二条実美宛
27 明治 9年 2月 雑誌 『世益新聞』第 6号 仏教
28 • 12 明治 9年 4月 雑誌 『世益新聞』第 7号 天文
29 明治 9年 4月 雑誌 『世益新聞』第 7号附録 仏教
30 明治 9年 7月 雑誌 『世益新聞』第 8号 経済
31 明治 9年 8月 雑誌 『世益新聞』第 9号(終刊) 経済
32 • 22/ 25 明治 9年10月 雑誌 『掌珍新論』第 l号 経済 4 銭， 枕流社発行
33 明治 9年 11月 5日 雑誌 『掌珍新論』第 2号「人民疲弊ノ本」 排耶 7 銭， 向上
34 明治 9年 論文 地動説五箇条の批判書 天文 アメリカ人宣教師ウィリアムス宛
35 明治 10年 8月 1 0日 論文 対外貿易の是非について 経済 『東尽日日新聞』掲載
36 明治 10年 8月 著書 『視実等象儀記』初篇 天文 序文は山岡鉄舟，品橋泥舟
37 明治 11年 5月末 著書 『栽培経済論』初編 経済 40 銭。 序文は中村正直， 栗本鋤雲， 井上毅，重野安縛
38 明治 12年 6月 著書 『仏教創世記』 仏教 7 銭 (15 年1 月 に は15 銭)
39 明治 12年 9月 著書 『栽培経済論』後編 経済 50 銭。 序文は柳原則光， 桜井能監
40 明治 13年 1月 一枚 『富国歩ミ始メ』 経済
41 明治 13年 2月 著書 『視実等象儀詳説』 天文 30 銭
42 明治 13年 7月 16日 論文 「ランプ亡国の戒め」 経済 『東尽日日新聞』および『明教新誌』掲載
43 • 34 明治14年 1月 著書 『天地論往復集』 天文
44 明治 14年 8月 著書 『日月行品台麓考』 天文
45 明治 14年 1 2月 20日 雑誌 『栽培経済問答新誌』第 l号 経済
46 明治 15年 8月 16日 雑誌 『栽培経済問答新誌』第 40号(休刊) 経済
47 • 35 明治16年 6月 著書 『点取交通論』 経済 校訂は大伴義正，森祐準。佐田襲石(養子)との相談の上刊行
48 明治 16年 7月 23日 著書 『全国商法の栽培』初号 経済
49 明治 21年 1 2月 7日 著書 『天地論往復集』続編 天文 門人阪田和光校訂，序文は釈雲照ら
50 明治 23年 著書 『葬忌彼岸会説・須弥山一目鏡』 仏教
51 • 17/ 26 明治26年1 2月 著書 『仏教開国論』 仏教 豊国義孝編集










である o 1875(明治 8 )年 3月刊の『世益新聞』第 2号附録には，同年 1月に相国寺・荻野独
園，久遠寺・新居日薩ら，各宗派の高位にある僧侶たちが連名で出したとされる建白書を転載
しているが， 1893 年に上梓さ れた豊国義孝編 『仏教開国論』 に こ の建白書が採録さ れた際，
じつは佐田が書いたものであると明らかにされている Oまた， 1876 年10 月刊の 「掌珍新論』
第 1号も木戸孝允宛の 2つの建言書を掲載している O












ることになる点は， I断絶」 面 と し て指摘で き る だ ろ う 。 佐田の活動は基本的に こ の三区分に
従ってよいといえるが，佐田の言説をつぶさにみてゆくならば，こうした「連続 J I断絶」 を
内包していることも念頭に置くべきである。








十一(~龍谷大学三百五十年史」史料編第 2 巻 (1989)所収，以下引用は頁数のみ記す)から垣間見る
ことができるOこの記録で最初に佐田についての記述がみえるのは，嘉永 6 (1853) 年 7 月 24






その後も，佐聞は着実にその階梯を進んでいったようであるO安政 3 (1856) 年 9 月 1 7 ・ 1 8
日に，得業から助教への昇級試験として「下会読J (口頭試問)が行われているが，論題は「論
註往還二相J I"選択集悉有仏性」の出題者の一人として，佐田の名前が挙がっている (p. 349)。
通常，助教昇級試験の「下会読」はすでに助教の位にある者が出題することになっていたので，
佐田は嘉永 6年 9月以降に得業となり，安政 3年 9月以前には助教に昇級していたことになる。
ついで，安政 5年 9月 17日の助教試問にも出題者をつとめたとの記述がみえる (p. 410) 。 ま
た文久 2 (1 862) 年 1 月 1 4 日 に は， 助教の得聞 ・ 宣正， 得業の鵬翼と と も に ， 学林に集 う 僧
侶たちの「学問御引立世話役」にも命ぜられている (p. 534)。佐田が学林において，周囲に広
く認知される存在であったことがわかるであろう。












































この視実等象儀の噂は広く知れ渡っていった。安政 6 (1 859) 年 2 月 29 日 に は郷里の熊本
藩主・細川斉護が江戸出府の途上，西本願寺を訪れ等象儀の観覧希望を申し出た。佐田は付添

















終えたという(以上 p. 420)。この直後，佐田は本山に等象儀の修復費用支給を伺い出， 3 月27
日に了承をえている (p. 42 1) 0 r学林万検』 に は等象儀が損傷 し た と い う 記述は見当た ら な い




球説略J (別名「日本鎚J) で は， ア メ リ カ人 R ・ Q ・ ウ ェ イ (樟理哲) 著の天文書 『地球説略」
を痛烈に反駁した。ついで問答体の『闇中案』日，さらには「雰囲論』を書きあげた問。東京
に移ってからも【表 1】のとおり，天文に関する著述を重ねてゆくが，見逃せないのは， 1877










【表 l】でもわかるように， 1880(明治 1 3) 年か ら翌年にかけて 『視実等象儀詳説J r天地論往
復集 J r 日月行品台麓考』 と天文論の著作をたてつづけ に刊行 し てい る 。
とはし、え，それへの反発もまた大きかった。たとえば， 1878 年6 月12 日 ， 神奈川県 ・ 伊勢
山(現横浜市西区)において，天文論につき演説を行ったさい，聴衆のある師範学校生徒が佐
田の「地球平面説」について疑問を訴えてくるという事態が生じている 28)oこれには佐田も返
答に窮したというから，よほど厳しく詰め寄られたのであろう。 1880年 10月 29日に京都・
円山で行われた第 2回同志社演説会でも，同志社学生綱島佳吉が「天が動くか地が動くか」と
題した演説において，同様の批判を行っている 29)。佐田はこのころ京都を巡回しており，その




























1 経済論の出発点 一一 『教諭凡道案内』 よ り 一一
幕末期の仏教天文学研究を経た佐田が，経済ないし貿易についての専論を「外」へ向けて披




明治 3 (1870) 年末， 西本願寺本山は佐田に， 富山への派出を命 じ た。 富山藩では， 大参事














治 5 (1 872) 年 3 月 ， 神道国教化政策をすすめて き た神祇省が廃止さ れ， つ いで教部省に よ っ






























あたかも下女下男が， I主人ノ 恩恵」 に感服 し てそ の主人の一家を愛 し ， 一身を捧げる よ う
になる，そんな感情を国家に対しても抱くということが， I中人巳下」 の 「愛国」 であ る O そ
のためには，主人が使用人に与えるごとき「恩J，すなわち「天恩J I国恩」 を人々 に感得せ し
める必要があるのだ一一佐田は，説教だけではほとんどの民衆を教化できないと見抜いてい




「天恩J I国思」 にふ さ わ し い政策構想を訴え る こ と ， そ れに専心す る こ と で仏教者と し て 「中
人巳上J I己下」 の社会全体に寄与 し う る と考え る に至 っ たのであ る 。
2 消費に よ る 「富国」 一一建白 「富国議」 か ら 「二十三題」 へ 一一
ではその「国恩」をどのように備えるべきか。これが，佐田の経済論の出発点である o 1873










日本人の手先の器用さは「皇国固有ノ性」であり， I手技製造」 に は も っ て こ いであ る 。 視実
等象儀を製作した田中久重ら，名高い職人を三万人登用すれば，三年で国債償却は可能。三，









ミ J40 ) と 述べて し め く く っ て い る こ と も見逃せな ~ \ o お そ ら く 前述の危機感の表明な ど も ， 護
法意識ゆえのものとひとまず解釈できるだろう。
ここから，実際の見聞を重ねて，佐田はあらためて富国論を提示することになるO 翌 1874


























【表 2 】 佐田のみ る 日本 と西洋の身体的相違 (~明治建白書集成』 第 3 巻， p.926-927)
老死 智幼 成長 嘆 食 見 歯 鼻 身 眼 顔 髪便
杢ハ十与一円 本十四五歳智一日与 本五歳一四日与 嫌 穀 不能暗レ中レ見H 生 通連 而短卑小又生レ於一 短 黒眼 温和也 長細柔直黒洋臭 lレ シシ、時無ν歯七八月 人本日洋人 西洋 '/ 眉は目十四 一洋児七八歳智 ノ 見 間目歳余童 lレ ノ 日等組 コ シ 広間
手/ 組 始ア 手/



























加えて， r節倹」 と い う 語 も重要であ る O 佐田の考えでは， 単な る節約や倹約は 「斉雷」 に
























































「往々強詞以テ」異を唱えた論にすぎず， I左院留置」 が適当であ る ， と の結論であ っ た。 つ ま
り， I上申」 も さ れな ければ， 佐田への返却 も し な い と い う ， いわば 「店ざ ら し」 の憂 き 目 に
あったのであるO




















「拝謁ヲ許スニ地方会議畢ルヲ期トス」と返事した問。木戸は 1875年 6 月 20日に開会予定の
地方官会議の議長をつとめることになっており，それが終われば面会しても構わない，という
ことであった。 だが， 7 月17 日 の会議終了後 も音沙汰がな い。 し びれを き ら し た佐田 は， 7
月 29 日 に面会を催促す る書簡を送る 。 そ の文面は佐田の も の と し て は丁寧で， 簡潔な内容で
あったが，ここでも注目すべき文言を残している。「二十三題」で強調した「皇国固有ノ開化」
論が，揺らいでいるのであるO佐田は，今まで日本経済のあり方に心を砕き，その方面の思考

















想」への関心であった。そのことは， 1874 年に政府へ提出 さ れた と推測さ れ る建白書 「御利
益見込書」からもみてとれるOこれは，共和政体・自主自由への警戒，あるいは貿易・経済政
策の提言で，網羅的な「二十三題」とやや異なり，政府の基本的な心得を説いた建白書である。

































第 1 号 (1876 年 10月)に上述の建言書と書簡を掲載している。政府へ直接ものを訴えるのでは
時があかない佐田は，新たな方法を模索していったのであるD
そしてその戦略性は，訴える対象を民衆へ転換し演説活動に力を入れるようになった明治
10 年代に決定的に示 さ れ る O 佐田 の経済論の集大成， 1878(明治 11 ) 年 5 月 末に初編刊行の






挙げられており附， I二十三題」 と 同様であ る 。 木戸宛建言では， 国産品愛用およ び舶来品排
斥は「ゆらぎ」をみせていたのに対し，消費力向上という主張は「二十三題」→木戸宛建言→
『栽培経済論』と一貫しており，佐田にとってそれが最優先課題であったことは疑い得ない。




でなく， I消費」 と 同 じ く ， 欠 く べか ら ざ る軸の ひ と つ と な っ てい る こ と であ る 。 後編第三章
では， I三法鼎ノ 三足ノ 如 ク ー ヲ モ欠グベ カ ラ ズ。 若 シー ヲ モ欠ル ト キハ富国ノ 法立ツ ベ カ ラ
ス」と述べられている 62)oそれまで「枝葉」であったのが，三本の幹として鼎立するものとと
らえており，議論の力点がまた微妙に変化していることが読みとれるのであるOそれは， I舶
来品」の範囲の変化としても表れるO佐田は， I舶来 卜 イ へルハ西洋品ニ限ルニ ア ラ ス O 支那
印度ノ品モ舶来品ナリ。而シテ支那品ノ輸入スルコト移シ，防カスンハアルベカラズ」と注記
している 63)0 I舶来品」 は西洋品のみな ら ず， 中国 ・ イ ン ド の製品に ま で広が っ てい る O 舶来
品流入という事態を，より憂慮するようになっていたことがわかるであろう。また，この変化
は別の意味でも重要であるOそれまで，佐田は仏教天文学や排耶論に内包される「対西洋」と




ゆく。そして， I二十三題」 では 「枝葉」 と し て各論的に列挙さ れて い た帽子， こ う も り 傘，
ランプ，洋酒などが，以後の佐田の著述では，次々と前景に現れることとなるOそれを象徴す
る著述が， 1880(明治 13) 年 7 月 1 6 日 と 1 8 日 に 『東京日 日新聞」 に掲載さ れた投書 「 ラ ン プ



































年，東京で発生した火災のうち，ランプによる失火は 437件中 20件で， I放火の疑いJ (208
件)を除けば藁灰 (46件)，かまど (24件)に次ぐ第 3位であった。たしかに，決して圧倒的な
数字というわけではなかった。 だが同じ照明具の「行灯及灯明」による火災が， 1877 ,.....,1881
(明治 1 0 """ 14) 年の 5 年間で 40 件で あ っ た の に対 し て， ラ ン プ火災は同 じ 5 年間で倍以上の
98 件 も発生 し てお り 66) ， 新た な火災原因と し て無視で き な い存在であ っ た と思われる o I ラ ン
-79-
人文学報






































い。たとえば『郵便報知新聞』では， 1878 年5 月9 日 に早 く も栗本鋤雲の同書序文が掲載さ
れている(中村正直の序文も同 6 月 3日に)。刊行前にもかかわらず序文を発表したのは，同新聞

























その経緯は不明である。さらに， r明教新誌JI 1880(明治 13)年 2月 14日付の論説「報国の志















1880 年5 月27 日 に長野県 ・ 上回警察署へ提出 し た答弁書であ る 。 佐田 は1880 年5 月 ， コ レ
ラ予防の演説のため長野を訪れ，長野の善光寺を皮切りに，飯山，中野，小布施，須坂，松代，


















論J (1 4 日 ) ， r富国三法J (28 日 ) と い う 論題で演壇に立 っ てい る 74) 。 いずれにせよ ， 佐田 は 自
らの説が受容されうる状況にあると了解していたのである O





点だけをもって， r奇人」 と は言えな い こ と は理解で き る であ ろ う 。
第四章演説と結社
1 演説の実相 新聞 ・ 雑誌記事よ り 一一一
本章では，佐田の演説，および結社の実相を探ってみたい。聴衆による直接的な証言が之し
いので，新聞や雑誌の記事群を集積して，おおまかな様子を析出する方法をとることにする。












また 1880 (明治 1 3) 年 11 月 28 日正午か ら大阪 ・ 西区の千代崎学校で行われた演説では， 聴聞
希望者に対して傍聴牌，すなわち整理札が，近隣の世話人宅で配られていたという問。
もっとも，【表 3】で挙げた実施状況は，実際の回数よりかなり少ないと思われる o 1881 年
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【表 3 】 佐田の演説開催 一新聞 ・ 雑誌記事よ り 一 (I )
年!日付 i開催地:会場!内容:備考!出典
11年3 月17-19 日 ;東京 ・ 浅草 ;伝法院 (天台宗大 ;視実等象儀講演 :高橋泥舟 ・ 三遊亭円朝 i明教1 1.3.20 付
教支院)ら門人連れ来場!
5日 i7~ょ-19 邑 :東京 涙章 一 一 一 一 一 一 浅草寺丙天面京天7福美一等象議同 一一一 一 一一 輯野1 1. 5.9 什
教院 I地不動説」
5~ --'--'~東京一;曹洞宗専門本校 7仏教天文学園有種山の招請 7浅野i:i : 57
(5-8 月 J 神蚕nf -'--~本覚寺:キリスト教 I新副聴衆約 2， 000瓦錆木町略伝 i6 r~ '
i 旧 と も ) を痛罵 j 目黒某 ら3名の妨害(未i
i遂)
7天文 :師範学校生徒が地域平7 朝野 1" i : 'Ei. ' 2'Z 付
[面説に疑義，返答に窮す J




;立世阿昆曇論;白:曹洞宗専門校助教師の 7明教 iTEi . 24 村一
(月行品，老子二千;招請(西有穆山か)
i年眼
8 月3 日 ;千葉 曹洞宗中一教院 !等豪儀展覧 ・ 講演:岡県の八宗派の 合議7明教1 1. 7.18 ,
(日蓮宗は不同意) 7. 24付
8Jj__'，諸府県一天 X ·， i経済一一躍何一一;浅野， p 貯9 月18 日 頃 (東 海道近辺各府県 巡阿 ;伸知録 p. 4 ,
-11月 (東京~京阪， 長野 明教1 1. 12.12 付，
!など)朝 12. 3. 28付
12 年 6月 (中旬f-'~ 愛知 ー 名 占屋 の ち大垣， 岐阜を経て7報知 也5.21 付
i京阪へ。 聴衆は 「移 し :
:く参集 J
:'::'i'i~:l~j~f: 二二!群馬正面積二二 二二二二 :二二二二 二二 : 3 画面 二二二二:聞知;録'，P ，有 一 一 一 一 一
12 月10-14 日 ;東京 ・ 浅草 ;伝法院 (天台宗大 伝法院の招請 明教12. 12.10 付
教支院)
i3 年 t月 1 ' ;':': ' 5-6 -i 東京 ・ '# 場面j" -"-，福出会育児院三選亭両朝の演説と両 7読売 以 C2'7村
時開催 1
t月14 日 (東京 ー 三国 一 ;三出演説語 J経済論j -'-'--，第 1 45同三出演説会;三白演説日記第 2号
-2"~語 Ef U_: 東京一 三回 三由演説信一一 一 一 一 一 - ' J言国三語了 一 一 (第i46同三回演説云;雨i三白通一説司記議2号
:J1彦次郎「富国一法アル(
(ノミ」演説の予定も抹消!
7仏教説法お L瓦 u·天 「西福寺徒弟白石pt ;じめ7明教 i'3: '2''- 2'4 付
!文経済の演説 1招請 1
天台・真言・浄土・曹 i伸知録 p. 0
洞有志の招請 1





寺， r. 出 芳 泉寺 ・
大輪寺，日IJ所安楽 J
寺等
5JJZZ;':':Z5 白 :長野 ・ IJ、県郡 一 経済; 天動説 一 一 可申知諒p:38
T虎列刺病ノ 事」
J栽培経済 天輪寺岩井超元; 刷所村7伸知録 p. i s
I富国強兵」 安楽寺若林祥麟の招請 i
I経済論」 お よ びI政体誹誘」 の廉で i伸知録 p. 0,25,28,
i虎列刺予防説諭 ; 回署に拘引 (-6月 9 日 ) ~朝野 1 3. 6 . 6 付，
i 明教 1 3 . 7 . 1 0 付
6 月 rCB --'-，長野 ~::;J\県郡刷新柑!安秦主二二二二二二二二雨量oj録， p， 49，
6 月 1 3 日 (長野 ・ 日出村 :弥勅寺 貞祥寺鈴木正光の招請!伸知録 p. 50
7月 i 出 東示 ・ 浅草 :伝法院 (天台宗元7視渠等象儀講演 明教 1"3:'7'.'8 什
教支院)
8 月i;':':ii 白 「京都 「真宗夫呑派 正等普 I立世願昆曇論ム 「聴衆は2回 入~'2EiO 岩 o 闘導'i:f8.i6 ， zEi付
i通教校 I 日 月行品J 渥美契縁 ・ 細川千巌 もi
j 出席
8j= '(下両 r - ':長者~-' -'--:真宗大呑派七等書!須弥 w説， I千 ;\ 正等普通教校生徒有志7開導 i'3:8' 2"6 付
1通教校 (疑問J 1 0 名余の招請 !
I天動地静J 説 ・ ; 大朝 1 3. 11.14 付
栽培経済論
l 四天王寺 大朝 1 3. 1 1. 14 付









2 月29 日 ;埼玉 ・ 厳 ; 旧区務所
-3 月2 日 :
4 月 ー ー 「長野 ー 佐久
5 月-6 月 :長野





く 奇人 ) 佐田 介 石の近代 ( 谷川 け 
[ 表 3] 佐田の演説開催 ―新聞・雑誌記事より― (2) 
年   日 付   開催地   会場   内容   備 考   出 典 
  大朝 13 ・ 11 ・ 20 付 
  「  天経惑 間日月行  
11 月頃   滋賀・彦根   
       十  2月  iõ 」 l寸 -; 大阪 " ， 主津寺両  " … "" 大福 院               ; 天動 " 説  ，経済論な                          ，天朝 丁 3;"i2.-7" 付 ;    
    大日 13.12 ・ 8  付 
  
      斗  月末 頃              が数十人   両教 14 ・ 1  ・ 20   付          干教正閨 無学 方摺華     "         
  





' 金地 院           
       7   月  :20 日          京都・   南禅寺        
  
  集会条例抵触の 廉 で解  
                           散命令              
   10 月   7  ―  8   日   ・三重・ 律寺 町       四 来寺          ; 法教 "1"4 ・ 山  li" 付    
    10 月 (9  ―10  日     ・三重・ 津寺町   天然 寺   
      IO 片 il 口   … " 三重・ 葎 茶屋 両 " 四天主手             
15 年 1 月  ;22 口       東京・両国             中 村楼                13 付 
    




聞 』，問答 … 『栽培経済問答 新誌 』，浅野 … 浅野前掲 書 ，をそれぞれ 略。 
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定できない。 1878 (明治 1 1) 年 8 月 に千葉県で実施さ れた演説の場合， 同県曹洞宗中教院の招
きで行われたが，これは県内の天台・真言・浄土・臨済・曹洞・日蓮宗妙満寺派の各宗寺院の
決議によるものであった(評議には真宗・時宗も参加)79)。 さ き に触れた， 1880 年5 月 に長野で
行ったコレラ予防演説も，天台・真言・浄土・曹洞四宗僧侶有志の依頼をうけて出向いている
し 80)，東京でも各宗の寺院で演説を行っているO何々宗の檀家が主たる聴衆であった，という




とがわかる。 1 880年 12月 10日の大阪・三津寺町大福院における演説開催について， r大坂 日
報』は「又々例の得意の天動説経済説杯を説教さる、よし」と報知している(同 12月 8日付)。
はじめに紹介した 1 882年 1月 13日付『東京日日新聞Jの「例の輸入品防逼説Jといった表現
は，実は各紙でひんぱんに登場しているのである 82)。会場による内容の偏りは特にはみられな















社について， I演説を聴いて感動 し た者が， そ の場で直ち に舶来品排斥に賛成 し た と い う 程度
のものでありJ，会則を作り会員を糾合して強固な団結をなしたというものではなかった，と
【表 4】佐田を支持する結社 cr明教新誌J r栽培経済問答新誌J r朝野新聞J r大阪毎日新聞J r伸知録」
『略伝J r彦根市史 下巻』 よ り 作成)
年代 場所 結社 介石 結社の動き
13 年5 月下旬 長野北部 憂国社 。 寺院 700 ~800
13 年7 月 頃 長野県更級郡 佐田社 ﾗ 長野県更級郡網掛村の大井常吉が同志を募集
13 年10 月 頃 金沢 愛国社 ﾗ 『栽培経済論」に触発された舶来品不用論者たち
13 年11 月 中旬頃 大阪 保国社 。 難波月江院の岡大愚らが尽力。「愛国有志の輩」入社相次ぐ
13 年12 月末 彦根 報国社 ﾗ 佐田の演説に影響うけた商人結成
13 年秋~冬 滋賀県蒲生郡 共憂社 。
// 滋賀県滋賀郡 護国社 。
/ノ 滋賀県坂田郡・浅井郡 博済社 。
/ノ 岐阜 済急、社 。
// 愛知 輔国社 。
/〆 三重 魁益社 。
// 尼崎・徳島・岩国・島根 保国分社 ム
浅田宗伯，大内青轡へ相談。桜井能監，福田
14 年1 月 東京 観光社 。 行誠，新居日薩，唯我詔舜，釈雲照，黒田清
紙矢野文雄，小野梓ら入社
六波羅蜜寺玉井豊如ら。呉服商下村大丸，六
14 年6 月下旬頃 京都 六益社 。 益社入社を乞い，そのうえ出入りの者 850名
にも佐田の説を強く勧奨
14 年11 月 中 福知山・宮津・綾部・与 六益分社 ム 玉井豊如の巡回謝郡
15 年1 月上旬頃 益田 里仁社 ﾗ
15 年1 月 東京 曳尾社 。
15 年3 月 桐生・足利・品崎 観光分社 。 群馬県下よりの招請を受けて，岡県を巡回
15 年10 月 頃 長野中南部 報国社 。 筑摩郡など 4郡を巡回
16 年4 月 頃 新潟 富国本社 ム






三都のうち最初に結成されたのは， rは じ め に」 で も挙げた， 大阪の保国社であ る O 保国社




ていたが， 6 月11 日 に は大阪へ足を運び， 尼崎の分社と と も に巡察 し てい る 87)。 こ う し た巡
察を佐田自身が行うことによって，保国社はしだいに組織をかためていったようである o 1881
(明治 14) 年 5 月現在で， 社員数は じつ に 54 ，625 名 にのぼ っ た。 こ の こ ろ ， 社員の う ち特別有
志者 80名を選出，彼らを構成員として会議を聞き，社則・永続方法を議決したほか，大阪府
下に 80か所の分社をおき，演説者を巡回させる方針も立てたという 88)。また保国社では，結
成時に結社の趣意書である「同盟帳緒言 Jを作成している。そこでは，日本の総人口約 3， 800




















して名を連ねた91)。彼らは前章で見たとおり， r栽培経済論」 の序文寄稿者お よ び自愛社の中
心メンバーであり，佐田の考えに共鳴する人びとであった。自愛社が結成された 1878年から
3 年が経過 しで も ， 依然 と し て著名な官僚 ・ 知識人のあ いだで佐田 と意見を共有す る者は存在
していたのである。ちょうど結成のころ，佐田は小野梓邸を訪問して直接会っているが92)，こ






【図 4】観光灯(家庭用) Cf社会経済史学」 第 9 巻第 2 号， 1939 よ り )
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のであった。『栽培経済問答新誌J (188 1 年 1 2 月創刊) に数号にわた っ て掲載さ れた 「 日本製国
益品広告」では，正貨流出を防ぐ点，石油より明るい点，石油の光線は目に害がある点などが
列挙されており，大・中・小，上・中・下95)と種類も取り揃え販売していたようである制。佐
田はすでに前年から，その生産には着手していた。 1880 (明治 13) 年 7 月 13 日 に は， 滞在先
の京都から「栽培経済問答新誌」の編集長であった清水純崎97)に宛てて書簡を送っている。そ






















明治 1 3 年以降の) 佐田 は， 支持者のなかに身を置 く こ と が必然的に多 く な っ てゆ き ， い っ そ う
彼らの実践活動にかかわる部分に関心を注ぐことになっていったと考えられる。それが，具体
的な物品への焦点化であった。代用品の発明・販売も，その文脈から出てきた活動ともいえる


























るOその人物は， I夫等の項目 は彼佐田介石氏が著述せ られ し栽培経済論 と云ふ書籍に就て，
其の趣意を玩味し玉は Y自ら富国強兵の基ゐともならん」という意見を述べていた 10 6)。つま





















(ランプ，石炭拍，商店に用いるガラスなど 4品目)※ただし石油は5JIJ I 08)。
そして，結社に 12年の年限を定め，その存続は 12年後あらためて考える，としたのである O























































周知のとおり， 1882(明治 1 5) 年， 日本の貿易収支は出超に転 じ ， ま た松方デ フ レ に よ る紙
幣整理により，農村を中心に国内消費力は急激に低下する O自説の論拠となる状況が変化し，
舶来品排斥論の説得力が失われつつあるなかで，佐田は死ぬ間際まで支持者を組織するため演










































たと述べる 11 7)。また，佐田と親交の厚かった福田行誠は， r肥後の人な り 豪道学を好む， 等象
儀を造る，著書数部あり，国事のために志を尽す，一奇人なり」と評している 1 18)。一方で，
佐田を批判する側の文言として， 1882 年7 月 に発表さ れた論説 「佐田介石和尚能ク 聴ケ」 で
は，佐田を「北向キナル者J r変物J r奇物J と い う 語を用 いて批判 し てい る l則。 つ ま り ， 少
なくとも佐田が死ぬ 1882年前後まで， r奇」 と い う 言葉は くす ぐれた ， 殊勝な〉 と い う 意味で
も，今日よく使われるく異様な，珍妙な〉の意味でも用いられていたのであるOそれを後世の
者が吟味せず， r変人」 的な意味合いを こ めた見方を踏襲 し ， イ メ ー ジが増幅 し てい っ たため
に， r佐田 =奇人」 と い う レ ッ テ ルにつ なが っ たのだ と いえ る か も し れな い。 も っ と も ， そ れ
を安易に研究者の責にのみ帰してしまうのは慎まねばならない。第二章でも指摘したように，
佐田自身がく珍妙な〉存在と目されるよう「自己演出」した側面もあるのだから。佐田にとっ
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3) 奇峰樵者 「佐田介石師J (I 明治崎人伝J r文芸倶楽部』 定期増刊号 (第 1 2 巻第 6 号) ， 1906,
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では， I 日月行品J I須弥山疑問弁」 な どが講義課目 と し て挙げ られた。 も っ と も ， 仔海学林で
の教育の実態やその後の推移については詳らかで、はない(以上， ~明教新誌 J 1884 年1 月16 日 ，
18 日 ， 3 月2 日付) 。
112) た と えば稲田雅洋 『自 由民権の文化史J (筑摩書房， 2000) は， 民権運動を新聞 と演説に よ っ
て担われた運動ととらえ，その諸相を論じている。
113) 近代的 「 自治」 的教団形成につ いて は， 羽賀祥二 『明治維新 と宗教』 筑摩書房， 1994 ， 第5
章などを参照。




116) 大漬徹也 「近代日本のキ リ ス ト 教J C国学院大学日本文化研究所編 『近代化と宗教ブー ム 』 同
朋社出版， 1990)p.1440
117) 森銑三 「寛政三奇人ノ 称呼J CW伝記』 第 7 巻第 6 号， 1940) 。
118) 福田行誠 「結縁録J CW行誠上人全集』 下巻， 東光社， 1906)p.2170
119) 荒川鮎之助 「佐田介石和尚能ク 聴ケ J CW東京輿論新誌」 第 88 号， 1882 年7 月22 日付) 。
120) 藤田貞一郎は， 佐田の経済論の位置づけにつ いて展望 し てい る 。 すなわち ， 本庄栄治郎のよ
うに佐田を欧化反対の思想と限定するのではなく，山片幡桃と同様，内需中心型の自生的国民
経済構想、の系譜上に位置づけ，開放体系に立つ経済構想との路線対立の角度から考察する必要




掲書， p.10 1) 。
※なお本稿執筆にあたり，落合弘樹，黒岩康博，鈴木伸治，平良聡弘，塚本明の各氏より，佐田に
関する未見史料およびその閲覧に関して，種々ご教示賜った。末筆ながら記して謝意を表したい。
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